
史
料
紹
介

　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
寺
門
事
条
々
聞
書
』

―
附
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
長
専
五
師
記
写
』

―

末　

柄　
　

豊

国
立
公
文
書
館
所
蔵
大
乗
院
文
書
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
『
寺
門
事
条
々

（
1
）

聞
書
』
（
古
二
二—

三

六
七—

一
～
三
）
は
、
室
町
前
期
の
興
福
寺
学
侶
長
専
（
南
戒
壇
院
、
尭
観
房
）
の
日
記
を
、
室
町

後
期
の
同
寺
学
侶
朝
乗
（
妙
音
院
、
舜
実
房
）
が
、
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
に
抄
出
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
記
録
年
代
は
、
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
か
ら
同
二
十
八
年
に
お
よ
び
、
う

ち
七
年
分
に
つ
い
て
記
事
が
あ
る
。

同
記
の
応
永
二
十
一
年
六
月
二
十
三
日
条
に
見
え
る
興
福
寺
官
符
衆
徒
お
よ
び
大
和
国
民

の
（
2
）

交
名
に
つ
い
て
、
早
く
永
島
福
太
郎
が
そ
の
著
『
奈
良
文
化
の

（
3
）

伝
流
』
の
な
か
で
紹
介
し

た
こ
と
に
よ
り
、
大
和
武
士
の
研
究
に
関
す
る
基
本
史
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
に
至
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
室
町
前
期
に
お
け
る
幕
府
と
興
福
寺
と
の
関
係
を
検
討
す

る
た
め
の
絶
好
の
史
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
の
一
半
は
、
す
で
に
相
当
の
部
分
が
『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
の

な
か
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
分
載
の
た
め
通
読
が
困
難
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
応
永
二
十

七
・
二
十
八
両
年
の
分
は
同
書
が
未
刊
で
あ
る
た
め
、
そ
の
全
体
像
を
知
る
に
は
写
真
版
に
就

く
し
か
な
い
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
同
じ
く
長
専
の
日
記
の
う
ち
応
永
六
年
か
ら
十
年
の
分
に
つ
い
て
、
室
町
中
後

期
の
興
福
寺
大
乗
院
門
主
尋
尊
（
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
記
主
）
が
応
仁
三
年
（
一
四
六
九
）

に
抄
出
し
た
『
長
専
五
師

（
4
）

記
写
』
（
国
立
公
文
書
館
大
乗
院
文
書
、
古
二
二—

三
六
八
）
と
あ
わ
せ

て
全
文
を
翻
刻
す
る
。

ま
ず
、
八
嶌
幸
子
「「
大
乗
院
文
書
」

（
5
）

目
録
」
に
も
と
づ
き
両
書
の
書
誌
を
確
認
し
て
お
こ

　
う
（
な
お
、
表
紙
の
墨
書
お
よ
び
奥
書
に
つ
い
て
は
、
釈
文
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

●

寺
門
事
条
々
聞
書
（
第
一
冊
）　

　

袋
綴
冊
子
、
縦
二
六
・
〇
糎
、
横
一
八
・
一
糎
、
紙
数
四

五
丁
、
文
明
十
一
年
写
、
紙
背
文
書
な
し
、
収
載
年
代
応
永
六
年
至
十
年
・
二
十
一
年
、

●

寺
門
事
条
々
聞
書
（
第
二
冊
）　

袋
綴
冊
子
、
縦
二
三
・
七
糎
、
横
一
七
・
〇
糎
、
紙
数

四
八
丁
、
江
戸
時
代
写
、
紙
背
文
書
な
し
、
収
載
年
代
第
一
冊
に
同
じ
、

●

寺
門
事
条
々
聞
書
（
第
三
冊
）　

袋
綴
冊
子
、
縦
二
五
・
七
糎
、
横
一
八
・
〇
糎
、
紙
数

四
二
丁
、
文
明
十
一
年
写
、
紙
背
文
書
あ
り
（
四
二
丁
の
み
）
、
収
載
年
代
応
永
二
十
一
・

二
十
七
・
二
十
八
年
、

●

長
専
五
師
記
写　

袋
綴
冊
子
、
縦
二
八
・
四
糎
、
横
二
二
・
五
糎
、
紙
数
二
三
丁
、
応
仁

三
年
写
、
紙
背
文
書
（
応
仁
二
年
文
書
）
あ
り
、
収
載
年
代
応
永
六
至
十
年
、

第
二
冊
は
、
第
一
冊
の
転
写
本
な
の
で
、『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
は
実
際
上
は
二
冊
だ
と
考

え
て
差
し
支
え
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
お
茶
の
水
図
書
館
所
蔵
成
簣
堂
文
庫
大
乗
院
文
書
に
も
、

第
一
冊
お
よ
び
第
三
冊
を
江
戸
時
代
に
書
写
し
た
も
の
が
『
朝
乗
記

（
6
）

之
写
』
と
い
う
名
称
で

伝
存
し
て
お
り
、
近
世
の
大
乗
院
門
跡
に
お
い
て
複
数
の
副
本
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
は
、
現
在
は
二
冊
し
か
伝
存
し
て
い
な
い
が
、
朝
乗
が
抄
出
し
た

際
に
は
三
冊
本
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
冊
・
第
三
冊
と
も
原
表
紙
の
右
肩
に
、
朝
乗
自

身
の
手
で
「
三
帖
之
内
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
第
一
冊
・
第
三
冊
と
も
最
終
丁
表
面
の
右
端

つ
ま
り
ノ
ド
の
部
分
に
は
、
天
文
二
年
（
一
五
三
二
）
英
重
な
る
者
が
記
し
た
感
得
奥
書
が
あ
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り
、　「
三
帖
之
内
上
」
お
よ
び
「
三
帖
之
内
中
」
と
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
朝
乗

が
三
冊
に
ま
と
め
た
も
の
の
う
ち
、
上
・
中
二
冊
が
現
存
し
、
下
冊
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

　英
重
が
何
者
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て

大
乗
院
門
跡
が
所
有
す
る
に
至
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

一
方
、
尋
尊
の
抄
出
し
た
『
長
専
五
師
記
写
』
は
、
年
代
的
に
『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
第
一

冊
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
と
も
抄
出
な
の
で
、
相
互
に
補
い
あ
う
関
係
に
な
る
。
た
と
え

ば
、
朝
乗
は
応
永
九
年
に
つ
い
て
は
一
切
記
事
を
写
さ
な
か
っ
た
が
、
尋
尊
は
写
し
て
い
る

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
記
事
を
写
し
て
あ
っ
て
も
、
省
略
す
る
部
分
が
異
な
る

の
で
、
あ
わ
せ
て
見
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
・
『
長
専
五
師
記
写
』
の
両
書
と
も
首
題
は
「
応
永
六
年
己卯

雑
々
聞

書
」
で
あ
り
、
長
専
自
身
に
よ
る
同
記
の
呼
称
は
「
雑
々
聞
書
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
の
名
は
、
原
表
紙
外
題
に
「
寺
門
事
条
々
聞
書
長
専
日
記

抜
書
之
、　
」
と
記
さ
れ
て

あ
り
、
朝
乗
が
抄
出
し
た
際
に
付
与
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。『
長
専
五
師
記
写
』
の
名
は
、

近
世
に
大
乗
院
門
跡
で
記
録
類
を
整
理
し
た
際
に
新
加
し
た
と
思
し
き
表
紙
に
載
せ
る
外
題

に
よ
っ
た
も
の
で
、
本
来
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
尋
尊
自
身
が
原
表
紙
の
外
題
に
書
付

け
た
書
名
は
、
朽
損
に
よ
っ
て
「　
　

抄
自
応
永
六
年
至
十
一
年
、　

長
専
五
師
記
録
趣
也
、　

」
と
し
か
見
え
て
お
ら
ず
、
不
明

で
あ
る
。

記
主
長
専
は
、
応
永
五
年
に
作
成
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
興
福
寺
寺
僧
の

（
7
）

交
名
に
お
い
て
、

「
長
専
年
四
十
、　

戒
二
十
四
、　
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
に
誕
生
し
、
永
和
元
年

（
一
三
七
五
）
に
受
戒
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
応
永
二
十
二
年
の
維
摩
会
（
康
暦
元
年
分
）
に
お

い
て
寺
分
竪
者
と
し
て
遂

（
8
）

業
し
、
同
二
十
四
年
の
正
月
に
は
別
会
五
師
と
し
て
見

（
9
）

え
る
の
で
、

お
そ
ら
く
同
二
十
三
年
の
う
ち
に
五
師
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
応
永

二
十
七
年
五
月
晦
日
条
に
は
、
五
師
三
臈
と
し
て
見
え
る
。
さ
ら
に
、
永
享
元
年
に
は
五
師
一

臈
で
、
僧
官
位
も
僧
都
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

（
10
）

れ
る
。
こ
の
時
、
七
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
遡
っ
て
応
永
十
一
年
に
は
、
祈
雨
の
祈
祷
の
際
、
当
時
の
興
福
寺
別
当
大
乗
院
孝
円
か

ら
、「
能
書
た
る
に
依
」
っ
て
願
文
の
清
書
を
命
じ
ら
れ
て

（
11
）

い
る
。
こ
の

　

よ
う
な
経
歴
か
ら
み

て
、
長
専
は
興
福
寺
学
侶
と
し
て　
有
能
な
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
は
、
抄
出
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
豊
富
な
内
容
を
有
し
て
お
り
、

長
専
は
き
わ
め
て
詳
し
い
記
録
を
残
す
人
物
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
か
、
こ

の
の
ち
、
興
福
寺
内
に
お
い
て
、
主
と
し
て
五
師
を
勤
め
る
者
た
ち
に
よ
り
、
そ
の
日
記
が
し

ば
し
ば
参
看
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

（
12
）

れ
る
。
そ
し
て
、『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
を
抄
出
し

た
朝
乗
も
、
の
ち
五
師
と
な
り
僧
都
に
至
っ
て

（
13
）

い
る
。

ま
た
、
尋
尊
は
『
長
専
五
師
記
写
』
を
抄
出
す
る
以
前
に
も
、
長
専
の
日
記
に
つ
い
て
別
の

部
分
を
書
写
し
て
い
る
。
同
じ
く
国
立
公
文
書
館
所
蔵
大
乗
院
文
書
の
う
ち
の
『
室
町
殿
御
翫

延
年
等
日
記
』
（
古
二
四—

四
二
七
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
九
月
の
足
利

義
教
の
南
都
下
向
に
つ
い
て
記
録
し
た
も
の
で
、
延
年
に
関
す
る
詳
細
な
記
載
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
芸
能
史
で
は
著
名
な
史
料
だ
と
い
っ
て

（
14
）

よ
い
。
そ
の
奥
書
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

此
一
帖
、
令
借（

成
身
院
）

光
宣
法
印
、
書
写
了
、

寛
正
四
年
三
月
九
日

（
大
乗
院
尋
尊
）

（
花
押
）

此
記
者
、
南
戒
壇
院
長
専
五
師
之
日
記
、
方
々
儀
付
才
覚
、
為
寺
門
興
立
記
之
云
々
、

則
永
享
元
年
五
師
随
一
也
、
去
々
年
可
有
御
下
向
由
、
及
御
沙
汰
之
間
、
此
記
寺
門

方
々
仁

写
取
之
了
云
々
、
就
当
年
御
下
向
、
大
切
子
細
在
之
、

尋
尊
は
、
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
成
身
院
光
宣
か
ら
借
用
し
て
書
写
し
た
が
、
同
六
年
に

実
現
す
る
足
利
義
政
の
南
都
下
向
に
つ
い
て
、
そ
の
動
き
が
同
二
年
か
ら
あ
っ
た
た
め
、
興

福
寺
内
で
参
照
す
べ
き
も
の
と
し
て
多
数
の
人
々
に
書
写
さ
れ
た
と
い
う
。
長
専
の
日
記
は
、

早
い
時
期
か
ら
興
福
寺
内
で
著
名
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
書
い
た
よ
う
な
政
治
史
研
究
上
の
関
心
を
満
た
し
て
く
れ

る
も
の
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
興
福
寺
内
の
組
織
・
運
営
に
つ
い
て
も

興
味
深
い
記
事
が
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
長
専
が
別
会
五
師
と
し
て
携
わ
っ
た
応
永

二
十
八
年
三
月
の
三
蔵
会
の
記
事
は
、
田
中
稔
が
か
つ
て
「
東
大
寺
文
書
に
み
え
る
自
連
（
字

連
）
と

（
15
）

請
定
」
で
指
摘
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
運
営
の
場
面
か
ら
検
討
を
行
う
た
め

の
格
好
の
材
料
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
朝
乗

　

と
尋
尊
と
の
抄
出
す
る
記
事
の
相
違
か
ら
、
そ
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れ
ぞ
れ
の
関
心
の
あ
り
よ
う
を
探
る
こ
と
や
、
抄
出
法
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可

能
だ
と
思
わ
れ
、
史
料
論
の
見
地
か
ら
も
、
検
討
の
余
地
は
大
き
い
。
た
と
え
ば
、
応
永
八
年

閏
正
月
条
に
見
え
る
国
民
十
三
人
の
交
名
に
つ
い
て
、『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
に
就
け
ば
、
幕

府
が
大
和
国
中
重
反
銭
未
済
者
の
譴
責
を
行
う
使
節
に
指
名
し
た
者
だ
と
知
ら
れ
る
が
、『
長

専
五
師
記
写
』
の
み
を
見
れ
ば
、
重
反
銭
未
済
者
の
交
名
だ
と
解
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
尋

尊
の
節
略
が
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、『
長
専
五
師
記
写
』
は
、『
大

乗
院
日
記
目
録
』
と
対
照
す
る
と
、
そ
の
編
纂
材
料
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

尋
尊
の
資
料
収
集
に
つ
い
て
考
え
る
手
が
か
り
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

　
〔
註
〕

（
1
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
（
以
下
、
史
料
写
真
帳
の
よ
う
に
略
す
）
『
大
乗
院
文
書
』

九
一
に
よ
る
。

（
2
）
な
お
、
彰
考
館
文
庫
所
蔵
『
興
福
寺
日
次
記
』
（
『
大
日
本
史
料
』
七
編
之
二
十
、
二
一
八
～
二

二
五
頁
）
も
こ
の
交
名
を
載
せ
て
い
る
。
同
記
は
、
当
時
興
福
寺
別
当
で
あ
っ
た
東
院
光
暁
の
日
記

を
抄
出
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
永
島
福
太
郎
『
奈
良
文
化
の
伝
流
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
四
年
）
四
五
～
四
七
頁
。

（
4
）
史
料
写
真
帳
『
大
乗
院
文
書
』
九
二
に
よ
る
。

（
5
）
八
嶌
幸
子
「
「
大
乗
院
文
書
」
目
録
」
（
『
北
の
丸
』
三
五
号
、
二
〇
〇
二
年
）
。

（
6
）
史
料
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
『
成
簣
堂
古
文
書
』
一
〇
に
よ
る
。
荻
野
三
七
彦
編
『
お
茶
の
水
図
書
館
蔵

成

簣

堂

文

庫

『
大
乗

院
文
書
』
の
解
題
的
研
究
と
目
録
』
上
（
お
茶
の
水
図
書
館
、
一
九
八
五
年
）
一
一
三
～
一
一
四
頁
。

（
7
）
（
応
永
五
年
）
興
福
寺
寺
僧
交
名
（
第
一
紙
は
、『
教
王
護
国
寺
文
書
』
七
六
九
号
、
第
二
紙
以

後
は
、『
東
寺
百
合
文
書
』
に
函
三
三
三
号
）
。
同
交
名
は
、
大
乗
院
孝
円
を
二
十
一
歳
、
慈
恩
院
兼

覚
を
三
十
九
歳
、
東
院
光
暁
を
三
十
八
歳
と
載
せ
て
お
り
、
こ
の
年
齢
を
『
三
会
定
一
記
』
に
見
え

る
各
人
の
年
齢
と
照
合
す
る
と
応
永
五
年
の
も
の
だ
と
確
定
で
き
る
。

（
8
）
『
三
会
定
一
記
』
。

（
9
）
『
東
院
毎
日
雑
々
記
』
別
記
四
（『
大
日
本
史
料
』
七
編
之
二
十
八
、
二
八
三
～
二
八
四
頁
）
。

（
10
）
『
室
町
殿
御
翫
延
年
等
日
記
』
永
享
元
年
九
月
二
十
三
日
条
。
後
註
14
参
照
。

（
11
）
『
寺
院
細
々
引
付
』
応
永
十
一
年
八
月
十
一
日
条
（
『
大
日
本
史
料
』
七
編
之
六
、
七
五
三
～
七

五
六
頁
）
。

（
12
）
『
多
聞
院
日
記
（
の
う
ち
学
賢
房
宗
芸
記
）
』
文
明
十
六
年
六
月
一
日
条
ほ
か
。
な
お
、
同
記
文

明
十
七
年
正
月
十
三
日
条
は
、
「
長
専
忸
顕
融
ハ
随
分
之
仁
也
、
」
と
記
し
て
い
る
。
『
蓮
成
院
記
録

（
の
う
ち
顕
実
房
印
尊
記
）
』
天
文
二
年
十
二
月
二
十
六
日
条
。

（
13
）
朝
乗
に
つ
い
て
は
、
末
柄
豊
「
『
後
鑑
』
所
載
「
南
都
一
乗
院
文
書
」
に
つ
い
て
」
（
科
学
研
究

費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
興
福
寺
旧
蔵
史
料
の
所
在
調
査
・
目
録
作
成
お
よ
び
研
究
』
〔
研
究

代
表
者
上
島
享
、
二
〇
〇
二
年
〕
所
収
）
を
参
照
。

（
14
）
桑
島
禎
夫
に
よ
る
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
が
別
冊
解
説
つ
き
で
一
九
六
一
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
桑

島
禎
夫
「
室
町
殿
御
翫
延
年
等
日
記
」（
『
史
学
文
学
』
三
巻
三
号
、
一
九
六
一
年
）
も
参
照
。
ま
た
、

『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
二
（
三
一
書
房
、
一
九
七
四
年
）
に
も
、
永
島
福
太
郎
氏
の
手
に
な

る
翻
刻
・
解
題
が
あ
る
。

（
15
）
田
中
稔
「
東
大
寺
文
書
に
み
え
る
自
連
（
字
連
）
と
請
定
」
（
同
『
中
世
史
料
論
考
』
〔
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
三
年
〕
所
収
、
初
出
は
一
九
九
一
年
）。
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